
予算審査の総括質疑

第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら
18
日
ま

で
の
16
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年

度
各
会
計
予
算
、
補
正
予
算
、
高
等
学
校
等
通

学
費
等
支
援
条
例
な
ど
議
案
37
件
、
意
見
書
案

６
件
を
原
案
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
の
予
算
は
赤
平
市
し
ご
と
・
ひ
と
・
ま
ち

創
生
総
合
戦
略
に
関
し
て
の
事
業
費
に
つ
い
て

も
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
10
日
か
ら
２
日
間
に
わ
た
り
会
派
・
諸

派
の
代
表
５
名
が
市
政
執
行
方
針
に
対
す
る
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会
の
主
な
議
題
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編

集

後

記

昨年からの議場での取り組みとして、本年も手話通訳を実施しました。

行きつ戻りつしながらも春がやってきました。
28年度予算も決まり、北海道は卒業、入学、異動など4月が一
年の始まりのようです。
新人議員も間もなく1年になりますが頑張っています。
今年は、議会報告会、議員の視察や研修などがあり忙しくなり
ます。市民とともにある議会を目指しておりますので、今後も
叱咤激励をよろしくお願いいたします。 (担当 向井)

かわら版編集委員会 植村・五十嵐・向井・木村・御家瀬

【質疑】赤平市創生総合戦略は、市民ぐるみの

取り組みであり内容への充分な理解が必要。市

民の意識向上対策のＰＲは大切で、決定内容の

周知徹底方法を伺う。

【答弁】この戦略は様々な市民参加の過程を経

て作成した重要な計画、市ホームページに掲載、

総合戦略概要版の全戸配布、広報あかびら４月

号に新規施策を紹介、春の住民懇談会で概要を

説明する。

【質疑】平成２８年度予算は、第５次総合計画と、総

合戦略五ヵ年計画を基調とする意欲的編成になってお

り敬意を表する。本予算の執行を前に、市長の決意の

程を伺う。

【答弁】今後必要に応じて施策の検証や見直しを行い、

市民各位の意思を相談して各種施策の早期実現に努め

る。施策の実行に当たっては、国や道などに支援をお

願いしていく。

【質疑】児童・生徒の不登校、いじめへの数は

０ではなく、青少年対策で日々対応をしている

現状は理解する。その中で、学校・社会教育と

連携を持ち、今後、子供達への対応をどう考え

ているか伺う。

【答弁】センター専門員の業務は学校教育・社

会教育と分け隔てなく、連携により円滑な業務

遂行に努めている。内容によっては業務の線引

きが難しいため、現在の１人体制の検討や女性

指導員の配置なども考えてみたい。

【質疑】人口減少と高齢社会に併せた今後の財

政運営は市税の減収と地方交付税も減少となる

が、今後の施策を進める上で公共施設の統廃合

による複合施設で効果的な取組みが必要と思う

が考えを伺う。

【答弁】公共施設改革は学校の建物も規模も大

きいことから他の活用要素に対する影響も大き

くなる。子供達の教育環境づくりとより良い学

校施設を目指し早期に小学校１校統合を市民と

協議し理解を得ながら進めていく。

【質疑】地域おこし協力隊について、まだ大き

な効果が期待できると思う。現在の企画財政課、

商工労政観光課以外の課でも活用する案を出し、

人数を増やしていく考えはないか。

【答弁】市外から来られた方の視線、考え方は

貴重であり、幅広い分野における協力隊の採用

について検討を進め、当市の発展、移住定住の

可能性を見出すよう努めていく。

議会報告と

意見交換会のお知らせ

市議会では、市民のみな

さまの声を聞かせてもらう

ため、６月にみなさまのと

ころ に伺 います ！ 「議会に

傍聴にいってもよくわからな

い」とか 「私たちの意見は聞

いてくれるの？」という方も

大丈夫！是非、ご参加くだ

さい！

民主クラブ

新政クラブ

夢 現 会

公 明 党

日本共産党
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議会の動き



【
質
問
】
平
成
27
年
赤
平
市
の
国
勢
調

査
結
果
は
空
知
管
内
24
市
町
で
は
、
４

番
目
に
高
い
人
口
減
少
率
で
、
市
税
全

体
の
減
収
と
自
主
財
源
に
も
影
響
し
、

現
在
の
地
方
交
付
税
は
約
50
％
の
依
存

の
中
で
、
今
後
の
市
政
運
営
に
つ
い
て

伺
う
。

【
答
弁
】
人
口
減
少
対
策
を
目
的
と
し

た
、
赤
平
市
し
ご
と
・
ひ
と
・
ま
ち
創

生
総
合
戦
略
の
施
策
を
確
実
に
実
行
し
、

今
後
は
検
証
や
見
直
し
を
行
い
な
が
ら

成
果
を
上
げ
て
い
く
。
財
政
運
営
面
で

は
、
市
税
や
使
用
料
、
地
方
交
付
税
な

ど
に
も
大
き
く
影
響
し
、
今
後
の
課
題

は
公
共
施
設
の
効
果
的
な
運
営
を
前
提

に
更
な
る
公
共
施
設
の
統
廃
合
を
推
進

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
質
問
】
未
給
水
地
域
の
方
々
の
飲
用

井
戸
は
、
長
き
に
わ
た
り
自
己
責
任
で

生
活
水
を
確
保
し
、
今
日
に
至
っ
た
が
、

平
成
27
年
度
の
実
態
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
、
今
後
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
伺

う
。

【
答
弁
】
本
年
度
市
内
６
カ
所
の
飲
用

井
戸
の
水
質
調
査
を
し
、
そ
の
う
ち
１

カ
所
が
「
鉄
及
び
そ
の
化
合
物
」
の
項

目
で
、
水
質
基
準
に
適
合
し
な
い
と
い

う
結
果
に
な
り
、
現
在
調
査
委
託
と
並

行
し
、
他
市
町
村
の
先
進
事
例
を
参
考

に
平
成
28
年
度
は
水
質
検
査
費
用
や
除

鉄
装
置
設
置
費
用
等
の
助
成
方
法
な
ど

に
取
り
組
む
。

【
質
問
】
赤
平
市
に
は
仕
事
が
あ
る
が

働
い
て
い
る
方
々
は
近
隣
市
か
ら
通
っ

て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
る
。
定
住
策

と
し
て
企
業
へ
の
協
力
要
請
に
つ
い
て

の
考
え
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
民
間
賃
貸
住
宅
建
設
に
お
い

て
企
業
の
意
向
も
考
慮
し
た
中
で
助
成

内
容
の
見
直
し
を
検
討
し
て
お
り
、
平

成
28
年
度
も
市
内
企
業
に
よ
る
賃
貸
住

宅
の
建
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。
今
後
、
事
業
効
果
を
検
証
し

さ
ら
な
る
移
住
定
住
の
促
進
に
向
け
て
、

少
し
で
も
多
く
企
業
の
ご
協
力
が
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

【
質
問
】
市
立
病
院
に
つ
い
て
、
医
師

の
方
々
、
看
護
師
は
じ
め
職
員
の
方
々

が
働
く
意
欲
を
持
て
る
環
境
づ
く
り
が

で
き
て
い
る
か
。

【
答
弁
】
現
在
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
医

師
、
看
護
師
、
そ
の
他
の
職
員
す
べ
て

が
当
院
に
お
い
て
使
命
感
を
持
っ
て
働

い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
今
後

も
引
き
続
き
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
等
を
密
に
し
、
さ
ら
な
る
職
場

環
境
の
向
上
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
質
問
】
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て
、

低
所
得
者
数
に
応
じ
た
保
険
者
へ
の
財

政
支
援
の
国
保
支
援
金
を
活
用
し
て
国

保
税
の
引
き
下
げ
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。

【
答
弁
】
国
保
会
計
で
単
年
度
収
支
を

均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
基
本
に
国
民
健
康

保
険
運
営
協
議
会
に
諮
り
な
が
ら
低
所

得
者
対
策
と
し
て
国
保
税
の
税
率
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
質
問
】
産
業
振
興
に
伴
う
人
材
育
成

の
重
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
平
成
24
年
度
か
ら
赤
平
市
産

業
振
興
人
材
育
成
事
業
を
開
始
、
26
年

度
か
ら
赤
平
市
産
業
振
興
企
業
協
議
会

が
主
体
と
な
り
、
Ｐ
Ｒ
事
業
や
先
進
企

業
の
視
察
研
修
、
講
演
会
の
実
施
等
で

18
社
、
延
べ
69
名
の
若
手
企
業
人
を
育

成
。
現
在
20
名
程
度
を
募
集
中
で
あ
る
。

【
質
問
】
保
育
料
無
料
化
と
子
育
て
支

援
住
宅
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
４
月
か
ら
国
の
基
準
の
50
％

軽
減
を
実
施
。
無
料
化
は
「
幼
保
連
携

型
認
定
こ
ど
も
園
」
実
現
時
に
実
施
予

定
で
あ
る
。
子
育
て
支
援
住
宅
は
豊
丘

の
吉
野
団
地
の
建
替
え
に
合
わ
せ
計
画
、

６
棟
99
戸
の
う
ち
39
戸
が
該
当
す
る
。

【
質
問
】
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
の
整
備
と
介
護
施
設
の
拡
充
に
つ

い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
サ
高
住
は
民
間
事
業
者
が
建

設
予
定
で
、
市
は
支
援
策
を
取
り
ま
と

め
建
設
を
促
進
さ
せ
る
。
入
居
費
用
は
、

軽
減
措
置
を
検
討
。
介
護
施
設
も
民
間

で
検
討
中
。
需
要
動
向
を
見
極
め
保
険

料
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
支
援
策
を

検
討
し
た
い
。

【
質
問
】
医
師
確
保
と
病
院
経
営
の
安

定
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
安
定
的
持
続
は
、
医
師
の
安

定
的
確
保
が
必
須
条
件
で
、
病
院
と
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
医
師
確
保
に
努
め

る
。
ま
た
、
看
護
師
、
医
療
技
術
者
の

安
定
確
保
は
も
と
よ
り
診
療
情
報
管
理
、

経
営
管
理
な
ど
事
務
職
の
配
置
も
重
要

で
各
職
種
の
垣
根
の
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
組
織
の
形
成
が
大
切
で
あ
る
。

【
質
問
】
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
起

業
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
商
店
街
の
空
き
店
舗
や
空
き

地
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
「
赤
平

市
起
業
支
援
事
業
補
助
金
」
を
創
設
。

店
舗
や
事
業
所
開
設
の
初
期
投
資
に
対

す
る
助
成
で
、
工
事
費
・
改
修
費
・
修

繕
費
の
他
に
、
広
告
宣
伝
費
や
備
品
購

入
費
を
対
象
経
費
と
し
て
、
か
か
っ
た

経
費
の
２
分
の
１
を
助
成
し
、
限
度
額

３
０
０
万
円
ま
で
と
す
る
。

【
質
問
】
聴
覚
障
が
い
者
の
環
境
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
市
と
し
て
、
手
話
通
訳
者
の

重
要
性
を
認
識
し
、
手
話
通
訳
者
や
手

話
奉
仕
員
の
育
成
に
取
り
組
み
た
い
。

平
成
28
年
度
か
ら
は
、
入
門
編
と
し
て

の
手
話
研
修
会
を
開
催
。
手
話
奉
仕
員

へ
の
謝
礼
に
つ
い
て
、
現
行
１
時
間
当

た
り
１
，
０
０
０
円
を
１
，
５
０
０
円

と
し
、
待
遇
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

【
質
問
】
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技
術)

活

用
と
学
力
向
上
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
学
力

向
上
支
援
事
業
」
と
し
て
、
平
成
27
年

度
は
豊
里
小
学
校
、
平
成
28
年
度
は
茂

尻
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
に
、
別
々
の
基

幹
ソ
フ
ト
を
利
用
し
て
の
、
調
査
研
修

事
業
を
行
い
、
翌
年
度
以
降
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
本
格
導
入
に
向
け
て
、
機
種
及

び
ソ
フ
ト
の
選
定
に
役
立
て
た
い
。
児

童
・
生
徒
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
な

こ
と
で
あ
り
、
速
や
か
に
そ
の
整
備
に

努
め
る
。

【
質
問
】
特
産
品
と
農
業
支
援
の
連
動

の
中
で
、
農
家
全
体
で
生
産
で
き
る
お

米
の
品
質
や
体
制
を
考
え
る
こ
と
や
こ

れ
か
ら
の
体
制
を
若
い
後
継
者
も
考
え

て
い
け
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
赤
平
産
米
と
し
て
販
売
す
る

た
め
に
は
、
独
自
に
受
け
入
れ
る
施
設

を
増
設
す
る
必
要
も
出
て
く
る
。
若
い

農
業
者
と
は
話
し
合
い
の
場
を
も
っ
て

支
援
で
き
る
こ
と
は
支
援
す
る
。

【
質
問
】
商
店
街
振
興
に
向
け
て
の
取

り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
中
、
駐
車
場
整

備
や
新
た
な
外
部
協
力
者
と
の
体
制
、

政
策
づ
く
り
が
先
に
必
要
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
】
商
店
街
振
興
対
策
協
議
会
が

主
体
と
な
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ニ
ー
ズ

調
査
を
行
い
、
ど
こ
に
主
眼
を
置
い
た

整
備
が
必
要
な
の
か
協
議
す
る
。

【
質
問
】
高
齢
者
を
地
域
で
守
る
体
制

に
お
い
て
地
域
情
報
を
求
め
る
方
に
は

公
開
し
、
見
守
り
の
意
識
付
習
慣
を
設

け
る
な
ど
、
若
い
世
代
と
高
齢
者
が
歩

み
寄
れ
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
情
報
把
握
の
方
法
や
デ
ー
タ

整
備
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
な
が
ら
、

当
市
に
お
け
る
、
よ
り
良
い
見
守
り
体

制
の
構
築
を
図
る
。

【
質
問
】
子
ど
も
達
の
教
育
環
境
整
備

に
つ
い
て
、
市
内
の
も
の
づ
く
り
企
業

と
連
携
し
な
が
ら
屋
内
遊
戯
施
設
に
つ

い
て
の
検
討
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
市
内
に
根
付
く
も
の
づ
く
り

の
あ
た
た
か
さ
、
ぬ
く
も
り
を
子
ど
も

達
が
触
れ
る
機
会
を
ど
の
よ
う
に
設
け

る
か
等
も
含
め
、
今
後
検
討
す
る
。

◎意見書６件 可 決
①児童虐待防止対策の抜本強化を求める意見書

②軽減税率の円滑な導入に向け事業者支援の強化などを求める意見書

③ＴＰＰの影響に関する国民の不安を払拭し，対策の確実な実行を求める意見書

④地方公会計の整備促進に係る意見書

⑤介護職員の人材確保を求める意見書

⑥子どもの貧困対策の抜本的強化を求める意見書

民主クラブ

新政クラブ

夢 現 会

日本共産党

若山 武信

木村 恵 獅畑 輝明

植村 真美

公 明 党

五十嵐美知


